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周りを見回すと，さまざまな電子機器，たとえば電気釜，通信機

器，自動車等に人工知能が搭載されはじめ，私たちの生活は激変し

つつある．また，日本は人口減少時代に入り，特に生産年齢人口の

減少は定年制廃止や市町村単位の介護予防活動普及展開事業等，私

たちの生き方に変化を求めている．これからの社会を維持するため

に縦割りの仕組みからネットワークの仕組みへ転換が急がれてい

る．病気・障害・高齢・子育て等に総合的に対応する地域ケアシス

テム，言い換えると「我が事・丸ごと」地域共生社会づくりである．

しかし，企業立地や公共事業が難しくなり，建物や施設づくりでは

ない方法が探されて，文化・芸術分野を活用した地域活性化策とい

うべき手法に注目する人が増えている．

作業療法は絵画，粘土，音楽，踊り，文学等，これまでも芸術文

化に関する活動を用いてきた．これらの活動がもつ豊かな特性を対

象者に生かしてきた．

本特集では「障害者の芸術文化活動」をテーマとした．10 年後，

人口減少による寂しい国・地域にしないために，一人ひとりが社会

の構成員として生きがいや責任をもって暮らせるように，障害者が

�できない人�ではなく�できること�を磨き役割を獲得していける

ために，「�与えられる�側から�創造する�側になる｣
1)
ために，よ

り広い視野と行動力で，私たちOTができることを再考したい．

（木村伊津子)
文献

1）社会福祉法人太陽会：SHOBU（施設パンフレット）
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